
種
村
威
史
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
領
知
宛
行
制
の
確
立
と
徳
川
将
軍
の
儀
礼
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
徳
川
将
軍
が
大
名
・
幕
臣
に
対
し
て
封
建
的
な
主
従
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

所
領
を
宛
行
い
、
そ
の
証
明
と
し
て
領
知
宛
行
状
を
発
給
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
、
近
世
国
家

の
確
立
の
な
か
で
機
能
し
確
立
し
て
行
く
過
程
を
、
幕
政
の
展
開
に
位
置
付
け
て
論
証
し
、
領

知
宛
行
を
め
ぐ
る
儀
礼
化
の
過
程
や
領
知
宛
行
状
を
め
ぐ
る
近
世
の
人
々
の
文
書
認
識
の
あ
り

方
を
検
討
し
た
研
究
で
あ
る
。

本
書
は
、
序
章
と
三
部
七
章
お
よ
び
終
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
部
「
江
戸
幕
府
成
立
期

─ １ ─



の
領
知
宛
行
制
」
は
、
第
一
章
「
慶
長
期
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
」、
第
二
章
「
慶
長
六
年
の

徳
川
家
康
自
筆
領
知
宛
行
状
」、
第
三
章
「
元
和
三
年
・
寛
永
十
一
年
の
領
知
宛
行
状
と
徳
川

政
権
」
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
二
部
「
領
知
宛
行
制
の
確
立
」
は
、
第
四
章
「
寛
文
印
知
以
降
の

領
知
朱
印
改
」、
第
五
章
「
元
禄
七
年
令
に
つ
い
て
」
か
ら
な
り
、
第
三
部
「
領
知
宛
行
状
を

め
ぐ
る
儀
礼
」
は
、
第
六
章
「
近
世
後
期
領
知
朱
印
改
と
儀
礼
」、
第
七
章
「
徳
川
将
軍
文
書

の
焼
却
に
み
る
近
世
の
文
書
認
識
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

序
章
は
、
領
知
宛
行
制
を
め
ぐ
る
研
究
史
を
ま
と
め
、
当
該
の
研
究
が
近
世
前
期
の
政
治
史

研
究
、
ま
た
近
世
古
文
書
学
・
近
世
史
料
学
、
儀
礼
研
究
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
の
研
究
で
は
近
世
前
期
の
寛
文
期
以
降

が
研
究
の
な
か
で
位
置
付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
領
知
宛
行
を
め
ぐ
る
儀
礼
に
つ
い
て
の
研
究
が

不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
領
知
宛
行
状
に
つ
い
て
の
人
々
の
文
書
認
識
を
考
察
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
主
張
し
、
本
論
文
の
課
題
と
し
て
い
る
。

第
一
部
「
江
戸
幕
府
成
立
期
の
領
知
宛
行
制
」
は
、
初
期
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
政
策
を
論
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じ
た
も
の
で
あ
り
、
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
制
が
確
立
す
る
以
前
の
様
相
を
、
政
治
過
程
を
検

討
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
な
お
通
説
に
お
い
て
、
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
制
は
、
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
）
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
が
全
国
の
大
名
に
一
斉
に
領
知
宛
行
状
を
発
給
し
た
「
寛

文
印
知
」
に
よ
っ
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
宛
行
状
の
様
式
は
、
十
万
石
以
上
・
侍
従
以

上
の
大
名
に
対
し
て
は
将
軍
の
花
押
を
捺
し
た
「
判
物
」、
そ
れ
以
下
の
大
名
・
幕
臣
に
は
朱

印
を
捺
し
た
「
朱
印
状
」
が
下
付
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

第
一
章
「
慶
長
期
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
」
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
関
ヶ
原
合
戦
後

に
徳
川
家
康
が
発
給
し
た
知
行
宛
行
状
の
形
式
が
尊
大
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
、
豊
臣
政
権
の

代
行
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
武
家
政
権
の
第
一
人
者
と
し
て
将
軍
宣
下
を
志
向
し
て
行
く
政
治

的
な
動
向
と
し
て
捉
え
、
ま
た
知
行
宛
行
を
給
付
さ
れ
た
一
万
石
以
下
の
家
臣
の
出
自
・
経
歴

を
検
討
し
な
が
ら
、
将
軍
宣
下
以
前
の
家
臣
取
立
と
畿
内
の
軍
事
体
制
の
強
化
に
言
及
す
る
。

さ
ら
に
、
二
代
将
軍
秀
忠
の
領
知
宛
行
の
特
質
に
も
触
れ
、
家
康
の
宛
行
が
「
私
的
」
な
性
格

を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
秀
忠
の
宛
行
が
「
公
的
」
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
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慶
長
十
八
年
に
予
定
さ
れ
な
が
ら
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
領
知
宛
行
状
の
署
判
が
秀
忠
で
あ
っ
た

と
推
測
し
て
、
こ
の
分
野
の
先
行
研
究
で
あ
る
藤
井
譲
治
氏
の
論
考
を
批
判
し
て
い
る
。

第
二
章
「
慶
長
六
年
の
徳
川
家
康
自
筆
領
知
宛
行
状
」
は
、
慶
長
六
年
九
月
「
小
笠
原
定
信

宛
徳
川
家
康
知
行
目
録
写
」
を
中
心
に
、
奉
書
形
式
の
文
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
康
が
自
筆

で
宛
所
を
記
し
た
た
め
直
状
と
し
て
機
能
し
た
領
知
宛
行
状
の
存
在
を
、
写
本
の
み
現
存
す
る

史
料
の
検
討
か
ら
導
き
出
し
た
考
察
で
あ
り
、
中
村
孝
也
氏
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
な
ど

の
先
行
研
究
を
批
判
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
章
「
元
和
三
年
・
寛
永
十
一
年
の
領
知
宛
行
状
と
徳
川
政
権
」
は
、
秀
忠
政
権
に
よ
る

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
諸
大
名
・
幕
臣
の
多
く
に
一
斉
に
宛
行
状
を
発
給
し
た
領
知
朱
印

改
め
の
実
施
過
程
と
、
そ
の
宛
行
状
の
文
書
様
式
、
家
光
政
権
に
よ
る
寛
永
十
一
年
（
一
六
三

四
）
の
領
知
朱
印
改
め
の
実
施
過
程
と
宛
行
状
の
文
書
様
式
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
過
程
を
背

景
に
比
較
検
討
し
な
が
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
将
軍
上
洛
中
に
京
都
に
お
い
て

発
給
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
元
和
三
年
の
朱
印
改
め
で
は
、「
郷
村
帳
」
の
作
成
が
な
く
伝
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達
儀
礼
の
場
も
設
定
さ
れ
ず
、
ま
だ
制
度
化
し
た
と
は
い
え
な
い
と
し
、
寛
永
十
一
年
の
朱
印

改
め
が
一
万
石
以
上
の
大
名
を
対
象
と
し
て
、
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
か
つ
、

領
知
宛
行
状
の
料
紙
・
書
止
文
言
・
署
判
・
宛
所
敬
称
を
検
討
し
、
元
和
三
年
の
場
合
は
文
書

様
式
の
序
列
化
に
一
万
石
以
下
・
一
万
石
以
上
・
二
万
石
以
上
と
い
っ
た
石
高
が
大
き
な
要
素

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
寛
永
十
一
年
に
は
位
階
・
官
職
に
よ
る
序
列
も
加
わ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
江
戸
幕
府
に
お
け
る
書
札
礼
の
確
立
に
も
言
及
し
て
い
る
。

第
二
部
「
領
知
宛
行
制
の
確
立
」
は
、
元
禄
期
か
ら
享
保
期
ま
で
の
領
知
宛
行
制
の
展
開
を

論
じ
、
徳
川
政
権
の
領
知
宛
行
制
が
寛
文
四
年
の
い
わ
ゆ
る
「
寛
文
印
知
」
に
よ
っ
て
確
定
し

た
と
す
る
通
説
を
大
き
く
批
判
し
、
領
知
宛
行
制
の
確
立
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
の
八
代

将
軍
吉
宗
の
朱
印
改
め
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
説
を
主
張
す
る
。

第
四
章
「
寛
文
印
知
以
降
の
領
知
朱
印
改
」
は
、
五
代
将
軍
綱
吉
が
代
替
り
に
実
施
し
た
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
朱
印
改
め
か
ら
享
保
二
年
の
吉
宗
の
朱
印
改
め
ま
で
を
対
象
に
、
諸

大
名
へ
の
領
知
宛
行
状
の
一
斉
発
給
が
、
将
軍
宣
下
と
と
も
に
代
替
り
の
諸
儀
礼
の
な
か
に
位
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置
づ
け
ら
れ
て
い
く
様
相
を
、
元
禄
・
正
徳
・
享
保
期
の
政
治
と
絡
め
な
が
ら
考
察
し
、
と
く

に
各
地
に
現
存
す
る
領
知
宛
行
状
の
原
本
・
写
本
を
実
地
調
査
・
検
討
し
て
史
料
学
的
な
考
察

を
加
え
て
い
る
。
綱
吉
の
領
知
朱
印
改
め
に
つ
い
て
は
、
前
代
ま
で
の
将
軍
が
上
洛
や
日
光
社

参
と
い
っ
た
軍
事
力
の
動
員
に
よ
っ
て
武
家
政
権
の
第
一
人
者
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
し
な
が
ら

朱
印
改
め
を
実
現
し
た
の
に
対
し
、
綱
吉
は
そ
れ
を
せ
ず
に
朱
印
改
め
を
実
現
し
た
と
こ
ろ

に
、
元
禄
期
の
社
会
と
政
治
の
特
徴
と
幕
政
の
転
換
を
指
摘
し
、
具
体
的
に
伝
達
儀
礼
の
過
程

を
追
っ
て
い
る
。
か
つ
、
そ
こ
に
穢
れ
・
服
忌
の
観
念
が
入
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
元
禄
の
幕

政
の
特
徴
を
論
じ
、
受
給
者
の
位
階
・
官
職
に
よ
る
文
書
様
式
の
整
備
を
考
察
す
る
。
正
徳
期

の
六
代
将
軍
家
宣
の
朱
印
改
め
に
つ
い
て
は
、
書
止
文
言
が
さ
ら
に
尊
大
と
な
り
将
軍
の
統
治

の
正
統
性
を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
伝
達
儀
礼
の
な
か
で
老
中
・
若
年
寄
・
側
用
人
な
ど
幕
閣

が
優
遇
さ
れ
て
大
名
の
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
朱
印
改
め

に
至
っ
て
こ
の
傾
向
が
確
定
し
、
以
後
代
々
の
朱
印
改
め
に
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
し
て
い

る
。
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第
五
章
「
元
禄
七
年
令
に
つ
い
て
」
は
、
代
替
り
の
朱
印
改
め
に
お
い
て
、
十
万
石
以
上
・

侍
従
以
上
の
大
名
に
下
付
さ
れ
た
領
知
宛
行
状
が
「
判
物
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
れ
以
外
に

転
封
・
加
封
な
ど
に
よ
っ
て
領
知
宛
行
状
が
発
給
さ
れ
た
場
合
、
十
万
石
以
上
・
侍
従
以
上
で

あ
っ
て
も
「
朱
印
状
」
を
下
付
す
る
と
い
う
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
幕
府
の
通
達
を
検
討

す
る
。
そ
し
て
土
佐
藩
山
内
家
・
秋
田
藩
佐
竹
家
を
事
例
に
領
知
宛
行
状
の
交
付
を
め
ぐ
る
幕

府
と
の
交
渉
に
触
れ
、
将
軍
が
花
押
を
捺
す
と
い
う
行
為
が
代
替
り
の
人
生
儀
礼
に
な
っ
て
い

く
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
鯖
江
藩
間
部
家
の
史
料
か
ら
、
写
本
に
花
押
を
示
す
「
書
判
」
が
朱

印
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
、
こ
の
史
料
を
引
用
し
た
先
行
研
究
を
批
判
し
て
い

る
。第

三
部
「
領
知
宛
行
状
を
め
ぐ
る
儀
礼
」
は
、
享
保
期
に
確
定
し
た
領
知
宛
行
の
過
程
・
文

書
様
式
が
伝
統
化
さ
れ
て
い
っ
た
近
世
後
期
の
諸
儀
礼
と
、
将
軍
の
署
判
の
あ
る
偽
文
書
な
ど

を
焼
却
し
た
事
例
か
ら
、
儀
礼
の
意
義
、
儀
礼
を
め
ぐ
る
人
々
の
動
向
と
文
書
認
識
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。
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第
六
章
「
近
世
後
期
領
知
朱
印
改
と
儀
礼
」、
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
十
二
代
将
軍

家
慶
の
代
替
り
朱
印
改
め
を
事
例
に
、
実
務
を
担
当
し
た
老
中
脇
坂
安
董
の
日
記
を
中
心
に
検

討
し
、
朱
印
改
め
の
実
施
を
て
い
ね
い
に
追
っ
て
い
る
。
掛
り
役
人
の
任
命
、
判
物
・
朱
印
状

の
文
言
の
作
成
、
発
給
の
日
付
の
選
定
、
宛
行
状
に
老
中
が
朱
印
を
捺
す
作
業
、
伝
達
の
さ
い

の
江
戸
城
御
座
間
・
黒
書
院
・
白
書
院
に
お
け
る
儀
礼
の
具
体
的
な
様
相
を
克
明
に
記
述
し
、

伝
達
儀
礼
で
は
広
間
に
お
け
る
人
の
動
き
や
し
ぐ
さ
に
も
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
領
知
宛
行

状
の
作
成
や
そ
の
伝
達
儀
礼
が
、
将
軍
の
人
生
儀
礼
に
か
か
わ
る
行
為
と
な
っ
て
お
り
、
伝
達

儀
礼
の
場
に
お
い
て
は
侍
従
と
い
う
武
家
官
位
が
座
次
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
と
主
張
す
る
と

と
も
に
、
天
保
期
の
幕
政
が
将
軍
権
力
の
失
墜
に
向
か
っ
て
お
り
、
伝
達
儀
礼
も
形
骸
化
し
つ

つ
あ
り
現
実
の
政
治
と
乖
離
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

第
七
章
「
徳
川
将
軍
文
書
の
焼
却
に
み
る
近
世
の
文
書
認
識
」
は
、
享
保
期
以
降
に
民
間
が

所
持
し
た
将
軍
の
宛
行
状
や
将
軍
文
書
に
対
す
る
幕
府
の
対
応
、
疑
わ
し
い
文
書
の
焼
却
と
そ

の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
吉
宗
政
権
以
降
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
ま
で
、
民
間
か
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ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
将
軍
の
文
書
を
、
江
戸
で
は
江
戸
城
内
紅
葉
山
東
照
宮
に
お
い
て
焼
却

し
た
の
ち
灰
を
土
器
に
密
封
し
て
海
に
沈
め
、
京
都
で
は
知
恩
院
に
お
い
て
焼
却
し
そ
の
場
所

を
竹
垣
で
囲
っ
た
と
い
う
事
例
を
紹
介
し
、
現
用
の
将
軍
文
書
の
効
力
を
抹
消
し
た
手
段
で
あ

っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
焼
却
場
所
を
垣
で
囲
う
行
為
を
「
殯
」
と
同
様
な
性
格
と
見
て
、

焼
却
に
関
わ
る
儀
礼
を
「
喪
葬
」
と
捉
え
、
将
軍
の
名
前
が
記
さ
れ
た
文
書
の
焼
却
を
、
貴
人

の
実
名
忌
避
の
慣
行
と
併
せ
て
、
近
世
の
人
々
の
文
書
認
識
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

終
章
で
は
、
全
体
を
総
括
し
た
後
、
近
世
の
領
知
宛
行
制
の
展
開
過
程
、
お
よ
び
近
世
社
会

が
も
つ
将
軍
発
給
文
書
に
対
す
る
文
書
認
識
を
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
が
成
果
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
一
方
で
明
治
政
府
の
領
知
宛
行
制
や
公
家
・
寺
社
の
宛
行
政
策
の
検
討
、
近
世
の

文
書
認
識
の
追
究
、
国
家
論
や
領
主
制
論
と
の
す
り
合
わ
せ
な
ど
に
よ
っ
て
、
領
知
宛
行
制
の

研
究
を
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
、
徳
川
幕
府
の
領
知
宛
行
制
の
展
開
を
政
治
過
程
に
位
置
付
け
て
考
察
し
、
領
知

宛
行
状
に
史
料
学
的
な
検
討
を
加
え
、
将
軍
の
代
替
り
に
一
斉
に
大
名
に
対
し
て
領
知
宛
行
を

実
施
し
た
朱
印
改
め
の
実
施
過
程
を
通
じ
て
、
そ
の
儀
礼
の
確
立
、
伝
統
化
、
形
骸
化
を
論

じ
、
併
せ
て
領
知
宛
行
状
や
将
軍
文
書
に
対
す
る
近
世
の
人
々
の
文
書
認
識
を
解
明
し
よ
う
と

し
た
研
究
で
あ
る
。

本
論
文
は
、
第
一
部
「
江
戸
幕
府
成
立
期
の
領
知
宛
行
制
」
に
お
い
て
徳
川
幕
府
成
立
期
の

領
知
宛
行
制
の
確
立
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
初
代
徳
川
家
康
と
二
代
秀
忠
の
領
知
宛
行
の
特

質
を
論
じ
て
、
次
第
に
知
行
宛
行
が
公
的
な
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に

秀
忠
と
三
代
家
光
の
朱
印
改
め
を
比
較
検
討
し
て
確
立
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。ま
た
、

従
来
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
史
料
を
、
原
本
が
現
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
写
本
の
み
か

ら
史
料
学
的
な
検
討
を
通
し
て
、
文
言
や
様
式
の
矛
盾
を
整
理
し
、
宛
所
の
み
家
康
の
自
筆
と
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論
証
し
て
、
従
来
の
研
究
を
訂
正
し
て
い
る
。

第
二
部
「
領
知
宛
行
制
の
確
立
」
で
は
、
通
説
に
お
い
て
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の
四
代

家
綱
の
「
寛
文
印
知
」
で
確
立
し
た
と
さ
れ
る
領
知
宛
行
制
が
、
五
代
綱
吉
の
と
き
幕
政
の
転

換
に
よ
っ
て
さ
ら
に
変
化
し
、
正
徳
の
治
を
経
て
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
八
代
吉
宗
の
時
代

に
確
立
し
、
以
後
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
察
し
、
通
説
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
各

地
に
残
る
領
知
宛
行
状
の
現
物
を
調
査
し
、
紙
質
や
字
配
り
・
折
れ
目
な
ど
の
検
討
か
ら
、
領

知
宛
行
状
の
作
成
の
過
程
や
文
書
様
式
の
変
化
、
書
札
礼
の
問
題
な
ど
と
併
せ
て
精
緻
な
分
析

を
試
み
て
い
る
。
か
つ
、
将
軍
の
代
替
り
に
お
け
る
朱
印
改
め
が
将
軍
の
人
生
儀
礼
と
な
っ
て

い
く
と
指
摘
し
て
い
る
。

第
三
部
「
領
知
宛
行
状
を
め
ぐ
る
儀
礼
」
で
は
、
領
知
宛
行
を
め
ぐ
る
儀
礼
に
つ
い
て
、
天

保
十
年
（
一
六
三
九
）
の
十
二
代
家
慶
の
朱
印
改
め
を
事
例
に
、
と
く
に
文
言
の
作
成
や
老
中

が
担
当
し
た
朱
印
の
捺
印
、
江
戸
城
の
御
殿
に
お
け
る
伝
達
儀
礼
を
詳
細
に
追
っ
て
お
り
、
儀

礼
の
様
相
を
て
い
ね
い
に
解
明
し
て
い
る
。
つ
い
で
民
間
か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
将
軍
文
書
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の
焼
却
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
を
「
喪
葬
」
儀
礼
と
捉
え
、
そ
の
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

り
近
世
の
人
々
の
文
書
認
識
を
論
じ
よ
う
と
し
た
の
は
新
し
い
試
み
と
い
え
る
。

以
上
本
論
文
は
、
徳
川
幕
府
の
領
知
宛
行
制
の
展
開
過
程
を
政
治
史
の
展
開
に
位
置
付
け
、

寛
文
期
に
確
立
し
た
と
す
る
通
説
を
批
判
し
て
享
保
期
に
確
立
を
設
定
し
た
こ
と
、
領
知
宛
行

状
の
史
料
学
的
検
討
を
通
じ
て
従
来
の
研
究
を
批
判
・
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
領
知
宛
行
状
の

様
式
や
書
札
礼
の
展
開
に
精
緻
な
分
析
を
加
え
た
こ
と
、
領
知
宛
行
状
の
発
給
や
朱
印
改
め
・

将
軍
文
書
の
焼
却
を
儀
礼
と
し
て
捉
え
、
将
軍
代
替
り
の
人
生
儀
礼
や
喪
葬
儀
礼
に
位
置
付

け
、
こ
こ
か
ら
近
世
の
人
々
の
文
書
認
識
を
論
じ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
先
行
研
究
と
は
異

な
る
新
た
な
成
果
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
意
欲
的
な
研
究
と
評
価
し
う
る
。

た
だ
し
、
問
題
点
や
課
題
も
多
く
存
す
る
。
第
一
に
政
治
史
の
研
究
を
さ
ら
に
て
い
ね
い
に

組
み
込
む
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
徳
川
家
康
と
秀
忠
の
領
知
宛
行
の
特
質
を
、

秀
忠
の
ほ
う
が
「
公
的
」
な
性
格
を
持
つ
と
し
て
先
行
研
究
を
批
判
し
て
い
る
が
、
す
で
に
家

康
の
指
示
を
受
け
て
文
書
を
発
給
し
た
と
い
う
秀
忠
の
役
割
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
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り
、
先
行
研
究
に
対
す
る
批
判
は
当
た
ら
な
い
。
ま
た
秀
忠
政
権
か
ら
家
光
政
権
の
政
治
的
動

向
を
近
世
国
家
の
確
立
過
程
と
し
て
明
確
に
捉
え
て
お
ら
ず
、
朱
印
改
め
を
政
治
過
程
の
中
で

意
義
付
け
て
は
い
な
い
。
か
つ
、
領
知
宛
行
制
の
確
立
を
享
保
期
と
捉
え
な
が
ら
、
享
保
期
の

政
治
的
な
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
本
論
文
の
末
尾
に
課
題
と
し
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
も
あ
る
が
、
一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
に
、
概
念
が
明
確
で
な
い
用
語
が
ま
ま
目
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
将
軍
代
替
り

の
朱
印
改
め
を
将
軍
の
人
生
儀
礼
と
し
て
特
徴
づ
け
、
将
軍
文
書
の
焼
却
を
喪
葬
儀
礼
と
論
じ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
「
儀
礼
」
の
概
念
を
明
確
に
し
て
お
ら
ず
、
論
旨
が
不
明
瞭
と
な
っ
て

い
る
部
分
が
見
う
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
文
書
認
識
」
の
概
念
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
用
語
を
多
用
し
た
主
張
が
精
緻
な
史
料
分
析
の
成
果
と
必
ず
し
も
繋
が
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
は
惜
し
ま
れ
る
。

し
か
し
本
論
文
は
、
従
来
に
は
近
世
前
期
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
徳
川
幕
府
の
領

知
宛
行
制
を
近
世
後
期
ま
で
分
析
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
全
体
像
を
捉
え
、
史
料
の
精
緻
な
分
析
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に
よ
っ
て
領
知
宛
行
状
の
様
式
・
朱
印
改
め
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
従
来
の
研
究
を
批
判
し

な
が
ら
確
立
期
を
新
た
に
設
定
し
、
こ
の
成
果
に
儀
礼
や
文
書
認
識
論
な
ど
の
視
点
を
組
み
込

も
う
と
努
力
し
、
近
世
史
研
究
の
新
た
な
方
向
性
を
示
し
た
意
欲
的
な
研
究
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
に
発
展
す
る
可
能
性
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
種
村
威
史
は
、
博

士
（
歴
史
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

根

岸

茂

夫

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

千
々
和

到

◯印

副
査

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授

大

友

一

雄

◯印
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種
村
威
史

学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士
（
歴
史

学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
三
日

学
力
確
認
担
当
者

主
査

國
學
院
大
學
教
授

根

岸

茂

夫

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

千
々
和

到

◯印

副
査

国
文
学
研
究
資
料
館
教
授

大

友

一

雄

◯印
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